
































































































































Technical contribution SeamaU Vol.5, No.8-9 

main(state s) == 
state for S=>s 
with INPUT # struct (state s , int datal scanf(S , "%d" :externa1. 

STATE # INPUT.s 
DATA # INPUT.data , 

OUTPUT # :external 
do if DATA > 0 then next(OUTPUT) else STATE 
fact(int n) if n > 0 then fact(n - else n 

f for-do-nex 

for i 

J 

s , int v) 
SIZE # if c > 100 then 100 else c 

== state for S= >s , i=>O 
do if < SIZE then 

t 1) 
else 

S 

s , int c , string*[100] v) 
SIZE # if c > 100 then 100 else c 
state main_1(s , 0 , c , v , SIZE) 

state main l(state S, int i , int v , int SIZE) 
== if < SIZE then 

main_l(printf(S , t l. c , v , SIZE) 
else 

fma 

i n_1 
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儲かつてまっか SEA 関西日記

中野秀男

〈大阪大学〉

周囲の煽てに乗ったのか.二次会以降に喋ったのか，この SEAmail に r SEA 関西日記」を書くことになりま

した.特に事務局からの勧めは最後のとどめとなったようです.一つのボランテア活動の記録としての気持ち

もあったので以前から書きたかったが，なかなか時聞がないと言いながら踏ん切りがつかなかっただけです.

今，私の手元に一枚の紙があります. SEA 関西-分科会記録で， SEA 関西の分科会が 100 会を迎えたのを期

に SEA 関西のおもての仕指人の日本電子計算の白井さんが作ったものです.これは平成元年の 3 月までのも

のであり，この原稿を書きだしたのが平成 2 年のお盆であるから，すでに分科会は 130 回を超えてます.今はあ

まりやっていませんが， SEA 関西が始まった頃は月に 1 固に研究会もやっていましたし， SEA 関西の世話人会

やその改名した SEAsideSalon もやっていますから，他の全国版の分科会(あえて東京支部とは言わない)や支

部の研究会からすると不思議がられているようです.理由はいくつかあるようですが，そのあたりも含めてこの

日記に書いていきたいと思ってま.

SEAmail の編集人にも立候補しましたから，細く短く，いや長く続けたいと思いますので宜しくお願いしま

す.話の展開としては，普からの流れと現在進行形の話を交互にしながらはじめたいと思っています.ただ，こ

の SEAmail は会員以外に会社の中で回覧されたりして，突然，あの話は読みましたと言われたこともあるので，

心して遠慮なく書きます.

1. S EA関西平成2 年 7~8 月

SEA 関西の 8 月は，殆ど夏休みでした.予定しているのは JIP の白井さんの話だけだったので， SEA 関西の

案内も 8 月の上旬の発送でよく比較的に楽ででした.いつも宴会をやっている SEA 関西だと言われています

が，これは JUS ふうに言えば情報交換パーテイで，これだけに来る猛者もいます.この二次会も一次会(分科会

のこと)が決まればほぼ自動的に決まっていて，同じ大学の江木さんに言われて以来， junet の fj.meetings に二

次会情報も涜しています.最近，この fj.meetings には真面目な案内が殆どになってきましたので少し心配して

います.まあ，大ざっぱの 0 型だから，まあいいか.

先月の 7 月は 3 つの分科会が開かれました. SEA 関西が 5 つもの分科会を持ちながら長続きしている理由の

一つは各分科会の世話人が遣うことでしょう . 

• 1
 

1
 AI 分科会 白井(日本電子計算)

ネットワーク分科会 中野(大阪大学)

システム技術上記 2 人

CAI 分科会松本(読売コンビュータスクール)

と一応なっています.それぞれの分科会の今までの話には涙無しには(笑い?)語れない話があるが.これはこ

れからのお楽しみである.
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7 月の SEA 関西の案内は以下の通りです.

SEA関西平成2 年度 7 月度分科会のご案内

6 月だと言うのに暑い日が続きます.でも，これを読まれた時には梅雨に入っているでしょうか.さてさて，

SEA関西の 7 月の分科会をご案内します.仕事や研究に疲れたり飽きた方，また出張で大阪にきて楽しいお酒

を飲みたい方，是非おいで下さい .参加費は各分科会とも. S EA会員 500 円，一般 1 000 門学生 300 円

です.

ロ ネヴトワーク分科会

日 時 : 平成 2 年 7 月 1 0 日(火曜日 18 : 30-20: 30 

テーマ: シスオぺが語るパソコン通信四方山話

ゲスト: 川原 究(アクアス.帝塚山マイコンクラブ代表)

Email : 日経 MIX/blue

場 所: 千里国際情報事業財団 セミナ一室

大阪市北区角田町8-4 7 阪急グランドビル 1 5 F 

二次会: 卵 20 個入りのオムレツのある居酒屋

連絡先 06-877-5111 ext.4773 (阪大:中野) nakano@oucom.osaka-u.ac.jp 

口 システム技術分科会・ GUI 研究会合同

日 時 .平成 2 年 7 月 25 日(水曜日 15: 00-17: 00 

テーマ GrapherGear( Smalltalk によるアプリ ケー ション開発支媛ツール)

ゲスト . 青木 淳( ;富士ゼロ ッ クス情報システム)

Email: r2d2@fujixerox.co.jp 

場所 富士ゼロックス

大阪市中央区本町 3-5-7 ゼロ ックスシ ョールーム

地下鉄御堂筋線本町 3 番出口上

メ モ SmallTalk を知りたい人必見・格安 - 駅より 1 分

二次会: 時間が夕方ですので，ビアガーデンがいいですね.

連絡先 06-448-6024 ( J I P: 白井) usui@aster . 長p.co.jp

口 CAI 分科会

日 時・平成 2 年 7 月 27 日(金曜日 19:00~20 : 30

テーマ; マルチメディアによる音楽教育

ー マルチメディアでみるモ ーツアルトの生涯ー

ゲスト: 前野博(兵庫女子短期大学 非常勤講師)

場所 KCS会議室

神戸市中央区浪速町 64 モーシェルビル 6F

神戸オリエンタルホテル北むかい

二次会・ 神戸風ビアホール

連絡先 078-391-7733 ( k c s :平山) hirayam@kcs.co.jp 

7 月 1 0 日に行われたネ ッ トワーク分科会は ， アクアスの川原さんを迎えて，梅田にある千里国際情報事業財
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団で例によって午後 6 時半から開かれました.話はパソコン通信の話です . JiI原さんはパソコ ン通信の初期の

ころから帝塚山マイコンクラブでパソコン通信のシスオぺをやっておられた方で，たまたま SEA 関西で 5 月か

6 月かに NeXT の紹介をした後の例のオムレツ 20 個の居酒屋で川原さんの名刺と自己紹介を聞いて，お話を

頼んだ訳です.話は画像ファイルの受信の話など一部危ない話がありましたが，草の根のパソコ ン通信の大変さ

を物語って面白い話でした.梅田で終わった後は恒例のオムレツ 20 個の居酒屋です . 今回は私が NEC

ACOS ユーザ会で知り合って案内を 出した所，それを見て来 られた人もいました .

GUI 分科会は，オブジェクト指向では引っ張りだこの. FXIS の青木淳さんの話です 青木淳なら，うん万円

のセミナーがやれるのにと思いながら，会費 1 000 円の分科会です . SEA 関西では.ゼロックスでやるとき

はショウルームが使えるので，お昼に本町の富士ゼロックスで分科会を開きます.出し物は. SmallTalk-80 + 

Grapher Gear でした . 参加者は 25 名ぐらいでした.いずれ参加者もここに載せるつもりです.私は当日，名

古屋で来年のソフトウェアシンポジウムの打ち合わせがあったので.丁度，分科会が終わるころに行きました.

本当はもっと前に行けたのですが.名古屋で打ち合わせが終わった後に，是非，味噌煮込み うどんを食べたいと

いう人がいたので，つきあったためぎりぎりになりました . 分科会の後はピルの地下で，軽く懇談会をしました

が，そのとき阪大工学部電気の学生がいたのにはびっくりしました . そのあとは，青木淳さんを梅田のホテルに

チェックインさせて. JIP の井川さんも入って SEA の若者逮の meeting をやりました

8 月の出し物は，お盆明けに開いた. CASE の要素技術だけででした.以下が案内です.

SEA関西平成 2 年度 8 月度分科会のご案内

連日の猛暑が続いています.もう何回目の夏ばてですか. S EA 関西の 8 月の分科会は ， 下旬 1 回だけデ

フォールトがお話をするだけで，大体が夏休みです.夏休みに疲れたり飽きた方.また出張で大阪にきて楽しい

お酒を飲みたい方，是非おいで下さい.参加費は各分科会とも. SEA会員 500 円，一般 1 000 門学生

300 円です .

口 システム技術分科会

日時 平成 2 年 8 月 24 日(金曜日 18: 30-20: 30 

テーマ r C A S E の要素技術と一例」

ゲスト 白井義美(日本電子計算)

場 所 ・ 日本電子計算(株)大阪支店 6 階会議室

大阪市西区江戸堀 1 -9 -1 肥後橋センター 6F

(地下鉄四つ橋線肥後橋下車，ビル入口は 18: 00 に

閉まりますので地下街よりエレベータを利用して下さい)

二次会 : 肥後橋セ ンタ ービル地下「天狗」の予定

連絡先 06-448-6024 ( J 1 P: 臼井) usui@aster.jip.co.jp 

8 月 24 日のシステム技術は. JIP 大阪の 6 階会議室で開かれました.内容は遅れていったために最後の討論

だけでパス . もう一つ. RISC Luna を 8 月の持ち札にしていましたが，相手が CMU に滞在する方が多くなっ

たので，しばらく見合わせる事にしました 彼は某社のポストマスターをするうちに doda したわけで，対向の

ポストマスターとして複雑な気持ちである .A 社の F 氏に言わせれば，当たり前でしょ ，だろうが .

2. 昔の話{その 1 ) 
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SEA 関西の分科会の始まりの頃から，私も SEA に関係しだしたので，そのあたりから話を始めます.いろい

ろな話が織りなす縦糸を横糸が交差するのでややこしいが，年を追って話をしてみます.

1980 年に入って UNIX という OS があると知って， 1983 年に Berkeley に行ったときに BSD UNIX にさ

わってみて，その面白さ(ネットワーク，プロセス等)を知りました" 6800 を触ったり， Lkit-16 や ， TP80 等，

珍しいものがあると飛びつくのは今だにかわらない性格です.

それと前後して，たまたま 1 年下の卒業生が PFU(当時のパナファコム)にいたので，会社見学に呼ばれた事

がありました.見学の後で恒例のお食事会があったときに，ついてきたのが，現 SEA 代表幹事の熊谷章さんで

した.見学の時にも顔を合わさなかったので . 後から聞いてみると，社内でお食事会のメンバーを募ったところ

手を挙げたのが熊谷さんであったらしい.これが SEA との出合の伏線になるとは思わなかった.当時の私の

熊谷さんに対する印象は，お食事の後，寿司屋にいったときに中野先生，ここのネギトロはおいしいですよ」

と，本当においしそうに食べたので，面白い人だと思いました.

その頃，研究室で VAX を買う金などないし，工学部や計算センタ ーにもないと言う状況で， TANDY の 200

万円弱の 15MB(メモリーではありません.ハー ドディスクの量です)の UNIX マシ ン (XENIX) を買いまし

た " UNIX を触っているという事が喜びでした

1986 年の春に，構造化エディターの勉強会が東京で 1 泊であったので参加しました.ここで，当時 ， 野村コン

ビュータの佐原伸さんに会い， SUN workstation や東工大の話などを聞いて，なんとかせねばと思いました.

その秋に ， 所属する学科にまとまったお金が入りワークステーションとネットワーク」に使って良いという話

が起こりました.それと前後して(どうもこれが多い)，この秋に，伝説の横浜中華街の JUS シ ンポジウムがあ

り ， この会の始まる朝に佐原さんに会い，会った早々今度，ソニーからでる NEWS というワークステーショ

ンは ， ハッカー達が良いと評価していますよ J と教えて貰いました.

話はまた前後しますが(とうもこの頃が学会以外の人と良く会いだした始まりであったようですにこの年の夏

頃に， SEA 関西(やっと出た)の研究会(毎月，土曜の昼から大阪の能率協会でやっていたらしい)の案内が ，

JUS 関西に顔を出していたために DM で送られてきました"'講師の一人が熊谷さんであることと(演題は「近

類愛」だったらし Lけ ， MAC のデモがあったため行きましたが， SEA という団体である事を後から知って(そ

のときは知らなかった)，研究会の後，熊谷さんに付いて臼井さんたちと食事をしたのが(そのころから 2 次会に

は出ていたなあ)， SEA 関西との遭遇でした.

本当の遭遇は，横浜のシンポジウムのあとの大阪での JUS のシ ンポジウムで，白井さんから J あら，お兄さ

ん(実は彼の方が上) J と呼び止められたのが， SEA 関西とのくされ縁な始まりのようでした ー このシ ンポジウ

ムでは， 1 500 万円でワークステーション 5 台とネットを張るために策を練っていた時でした.このシ ンポジ

ウムの昼飯時に，近所の喫茶店で同席したのが SRA の林香さんであったのも不思議な因縁を感じます.

このシンポジウムの後，白井さんから SEA 関西分科会第 1 号の

AI 分科会

の案内がありました，たまたま(常にたまたまなのは運命としか言いようがない)梅閏で別の研究会があ っ たの

で，その足で分科会に参加したところ，第 2 回を阪大の溝口先生に頼むというので斡旋したりして，いよいよ泥

沼に入って行ったきたようです

今，層、うに， SEA や JUS への接近は.研究環境や計算機環境を良くしたいという一心であったようです.

この点については.今でも最新の ， 正しい話は(すべてではありませんが)ここからくると信じており，私の何

でも手を出す「すけベ心」とあいまって， SEA 関西や SEA 全国版に絡んできたのでしょう.
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3 _ S EA関西日記平成 2 年 9 月

9 月の SEA 関西は，やはり月の後半でネットワークと GUI を用意したが，わけのわからないものも必要と

思い. SIS 放談もいれた . 9 月の 3 日の週に SEA 関西の案内を作成し発送した.今までの白井さんか ら引き継

いだ封筒もついに切れ. 1 部は SEA 本部の封筒を使った.この封筒も新たに 2000 部を作ったのでしばら く

は大丈夫だろう.案内の紙も新たな台紙を印刷屋に頼もうと思うが. Mac のレーサ'プリ ンタ ーがあるので，こ

れもやはり自分でやるべきだと思いながら時聞がない.以下が 9 月の案内である.

SEA関西 平成 2 年度 9 月度 分草寺会のご案内

やっと，朝晩涼しくなってきました.そろそろまた SEA 関西も活動を開始です. S EA関西の 9 月の分科会

は.やはり月の後半になりました .システム技術の SIS のパネルは気楽にやりたいので，日頃うつぶんのある方

は是非参加して下さい.涼しくなっても関係な く 睡眠の少ない方，出張で大阪にきて楽しいお酒を飲みたい方，

是非おいで下さい.参加費は各分科会とも. S EA会員 500 円，一般 1000 円，学生 300 円です.

口 システム技術分科会

日 時:平成 2 年 9 月 1 8 日(火曜日 1 8: 3 0 -2 0: 3 0 

テーマ r SIS (戦略的情報システム)に関する討論会」

ゲスト SEA 関西の幹事逮とそのあたりの面々

場 所: 日本電子計算(株)大阪支店 6 階会議室

大阪市西区江戸場 1-9-1 肥後橋センター 6F

(地下鉄四つ橋線肥後橋下車.ビル入口は 18: 00 に

閉まりますので地下街よりエレベータを利用して下さい)

二次会: 肥後橋セ ン タービル地下「天狗 J の予定

連絡先: 06-448・6024 ( J 1 P: 白井) usui@aster.osaka . 長p . co.jp

口 GUI 研究会

日 時 : 平成 2 年 9 月 25 日(火晦日 18 : 30 ・ 20: 30 

テーマ x ウインドウの話

ゲスト: 石曽根信 (SRA)

Email: ishisone@sra.co.jp 

場所: 千里国際情報事業財団 セミナ一室

大阪市北区角田町 8-47 阪急グランドビル 1 5 F 

二次会・ 卵 20 個入りのオムレツのある居酒屋

連絡先 ・ 06-877-5111 ext.4773 (阪大 : 中野) nakano@oucom.osaka-u.ac.jp 

ロ ネ守トワーク分科会

日 時 : 平成 2 年 9 月 27 日(木曜日 18 : 30-20: 30 

テーマ SONY NEWS の ISDN ボード

グスト: 萩原崇 (SONY)

場所: 千里国際情報事業財団 セミナ一室

大阪市北区角田町 8-47 阪急グランドヒ'ル 1 5 F 

二次会: 卵 20 個入りのオムレツのある居酒屋 . そろそろ場所を変えないと

連絡先: 06-877-5111 ext.4773 (阪大 : 中野) nakano@oucom.osaka-u.ac.jp 
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まず 9 月 1 8 日(火)は JIP 6 階の会議室で r S 1 S の話」である.あまり盛り下がってもいけないので.前

日. S 1 S の本を 2 冊買うが，いずれも技術の本ではなく参考にならず.結局，私は「ソフトウェア業界のため

の S 1 S J の話をする . 話の内容は昨年 1 2 月の釧路の環境ワークショップの BOF の話なのでここでは書けな

い この分科会では常速さんが.このあとの懇親会を期待して集まる . 2 次会はおなじみの「天狗 J . 昼休みに江

木先生に声を扮けたので，ここから参加.分科会の参加者名簿を居酒屋で足元において飲んでいたらやっぱり忘

れる.翌日 .SEA関西メイリングリストで頼んでみたがやはり見つからず . 幸い，領収書の必要な方は名刺を

貰っていたし，参加費も封筒にいれていたので実警はなかったがここで紹介できず残念.

9 月 25 日(火)は. S RAの石曾根さんによる Xwindowの話.電話や E メイルでの問い合わせが 3 件

ほどあり.いづれも参加してもよいかとの問い合わせ . S EAは個人ベースの団体なので，自由にどうぞ，但し，

参加費は会員と非会員では遣いますよと，いつも言っている. 1 次会でも 2 次会でも私自身から勧誘はしたこと

がないが，自然に涜れるのが良いと思っている.良いものは良いし，惑いものは惑いワイワイガヤガヤ」も良

いし.技術指向も良いし，大切な事は良い技術や環境や考え方を盗む事だと思う . 自分の環境を恥ずかしがる事

かもしれない.

石曾根さんの話は Xwindowの基礎と widget の話であり，私はレイヤーの考え方やプロトコル.又，

X と Mot f 等の関係等大変面白かったが .WSやXに関係のない人のためには .Xのデモをするべきだった

かもしれない.これは私がいつも思うことで，私が分科会等をアレンジすると. WS やその関連が多く. Main 

frame 関連が SEA関西では多いので，先端をやってしまうと，反対の先端の方は入って行けず難しい . 当日の

参加者は以下の通りである.会社名は省略する.

大野修一，阪井誠，中村宰典.佐々木佳一，勝賀瀬豊隆，宮城憲博，川本俊行 ， 山浦康成，花原良宏，三浦あさ子，

馬場始三，西川秀樹，鈴木秀俊 .JII 上使，杉山英俊，青井周一，岡田雅浩，大倉武志，中野秀男

この内. 1 2 名ほどが有名になった卵が 20 個のオムレツのある居酒屋へ.次回の GUI は SRAのあさ子さ

んに決って一安心.

9 月の 27 日は SONY . NEWS の 1 S D N ボードの話を，実際にソフトウェアを担当された，荻原にお願

いした . さすが SONYほどの大会社になると SEAだと言ってもうさんくさく見えるのか，参加予定者リスト

を送った.大きな会社に頼むと良くあることである. S EA関西では j u n e t を使ってメイリングリストを

作り.ここで話を展開しながらテーマを作りたいと思っているが，今回の話は J 1 P の井川さんと SRAの阪弁

さんに新しいテーマを，システム技術やネットワーク分科会のために頼んで実現したものである .

9 月からは千里国際情報事業財団から SEA 関西の分科会のための会場の便宜をはかつて貰っているので，

25 日と 27 日とも梅田のグランドビルにある財団のセミナ一室で開いた . ちなみに，この財団は何年後かに千

里に移るが，移る阪急山田駅が私や JUS の幹事の松浦さんのいる所なので，便利にっかえそうである.

ISDN ボードの話も当日に 2 件ほどの問い合わせがあった. SONYの萩原さんはとってもフランクに話

をされ，私のように通信所属で ISDN にある程度の知識があるものにとっては，とても参考になった.少し，

話は脱線するが.良く(ポイントにならない) S EA関西の分科会をサポートしますねと直接，または間接(顔

を見れば分かる)に聞かれるが，私が担当する分科会では，私が聞きたい，叉は興味のあるテーマしかやってお

らず.私の勉強だと思っているし.思っているからやれるのである.本や雑誌からだけでは本音や裏話は聞けな

~) . 

さて，話をもとにもどして，萩原さんは ISDN の一般的な話から，ボードのハードウェアやソフトの話をさ
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れ，ボードの構成やUNIXおよびTCP / IP との組合せなど，大変参考になった . ボード間では 60Kbps 程

度が可能であり.残りの 1 チャネルでは音声も使えることや. 1 P 接続での接続のさせかた等の説明があり，

ユーサ'からみると余り手を加えずにやれそうである.ただ，ネ ッ トワークとしては .1.5Mbps の高速回線

が安くなるかもしれず，良い意味で競合してくれればありがたい.当日の参加者は以下の方々である

大野修一，田窪英智，瓶子則夫，高橋伸尚.伊藤和生.安徳剛志，横山博司，武居正憲 ， 阪弁誠

西川秀樹.中村宰典，杉山秀俊.坂本利夫，伊藤孝男，竹内常雄，岡田雅浩，白井義美 ，勝賀瀬豊隆

三里英雄，松本省二，森秀和，中野秀男

分科会には Luna の 1 S D N ボードの担当者も 2 次会まで参加して ，私としては遇に 2 回もオムレツを食べ

てしまった. S EA関西の常連の 1 人である松下の田窪さんが 1 1 月 3 日に結婚する予定とか. nice middle が

中核の SEA も nice young をたくさん育てないと駄目ですね.

(この項は，中国 ・ 上海の肇東計算技術研究所で下書きしたものです

次からはやっと. SEA 関西の今までの分科会の歴史になります j
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気がついたら 3年半

~長野支部活動報告~

報告者: 市川 寛(電算)

87年 5月に長野支部が設立され、早いもので

もう 3年 6ヵ月が過ぎようとしています。支部の

月例会も今年の 10月開催分で 38回目を迎えま

すから、ほほ毎月の計算になるでしょうか。月

例会の場所は長野市中心ですが、 SEA会員が県

内に広く分布していることもあり、 3回に 1回は

松本市に出向いて開催しています。また、開催

日時も現在のところ、毎月中旬か下旬の土曜午

後3時からが一般的です。

テ ー マについては、この 38回を 4辰り返ってみ

ますと 、 非常に広範囲に渡っています。という

よりは、的を絞り込めないので、 手当たりしだ

いということでしょうか。ちょっと、分類して

みました。

汎用機における開発ツ ール

MAPPER 

MAPPERKID 

CANO-AID 

CASET,YPS 

日本ユ ニパック

日本ユニパック

Canon 

富士通

SOFPIA,IDL II 日本電気

LINC II 日本ユニ シス

実現されているネットワ ー ク環I克

信州大学キャンパスネットワ ー ク

長野大学インテリジェントピル

アルプスネット(パソコン通信)

OS/2におけるネットワ ー ク

NTTの ISDN

PC' EWS上のソフ ト ウェア

J Star 

創玄

Empress 

倉 I J 考

富士ゼ ロ ックス

エ ー・アイ・ソフト

エム ・ ケ ー ・シ ー

エ ー ・アイ-ソフト
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大創玄 エ ー -アイ・ソフト

dbMAJIC ワ コ ム

AS-Documen ts 東芝

フ ォ ー ラ ム ・情報処理学会中部支部講演会等

信州コンピュ ー タフォ ー ラム

ソフトウェア開発環境に関するセミナ ー

ソフトウェア開発プロセス

知識ベースシステムの考え方と方法

全国縦断CASEフォ ー ラム

そのイ也

Z ワ ー クステーション

デー タ交換システム

大規模オンライン開発

デー タ中心設計

技術者教育

フ ロ ッピ ー ディスクの互換性

これらから分かる通り、地元の技術者および

アポイントのとれるメーカを動員したテ ー マ{乍

りの結果ということです 。 そのためもあって 1幾

器の持ち込み実演が数多くありました。しか

し、そろそろ息切れの感じがしています。そこ

で、今後は長野支部以外からの応援をいただ

き、 よ り密度の濃い月例会に育てていきたいと

思うこの頃です。

虫のいい話ですが、どなたかテ ー マを持って

進んで長野支部に参加していただける方はいま

せんか。よろしくお願いします。

連絡先株式会社電算

教育研修室 市川

Tel 0262-34-0151 

Fax0262-33-1139 



7th INTERNATIONAL SOFTWARE PROCESS WORKSHOP 

Communication ancl Coordination in the Soft"¥vare Process 

16-18 October 1991 , San Francisco Bay area 
(5ponsored by the RocJ.:y .M ountain Institute of 50ftωare Engineering ・

cooperation requested from Japanese , European and U5 professional societies) 

Organizing Committee 
Dennis Heimbigner Karen Huff Maria Penedo 
Wilhelm Schaefer Tetsuo Tamai Ian Thomas 

The 7th International Software Process vVorkshop wiU focus on communication and coordination 槌pects of the 
software process and related issues. A software development process typically involves many individuals, often fulｭ
filling many roles , many sites, often geographically distributed, and many sub-processes. Sub-processes may be 
described in diπering proc伺s description techniques adapted to their speCific domain , and implemented by di町ering
and distributed tools and automated support mechanﾏsms. The workshop will focus on communication, coordination 
and interaction of process technology, process descriptions and their supporting automated mechanisms. Some of 
the issues are 槌 follows :

Multiple process description techniques. 
Differenも process description techniques may be appropriate for distinct parts of the process thus requiring wellｭ
defined interfaces and support for inter-operability. 
-which process description para.digms are appropriate for what aspects of the process? 
-can we characterize commonality across different paradigms? 
ー how arc process descriptions at the levels of the enterprise, project, team, and individual related? 
-how appropriate are process descriptions paradigms for interface definition and interoperability within and across paradigms? 

Communication, composition, and information flow. 
Process descriptions (possibly describedfimplemented in dωifπfe附
fおornηma叫tiωon flow in the proc白s and もω。 be combined i凶nもωo larger proc白s descriptions. 

-how is information flow modeled in process description techniques? 
-how do enactable processes (possibly usi刊 different description/implementation) techniques communicate with each other? 

ー how are sub-processes composed into larger process fragments ? 

-how do communication techniques support the “small-scale" versus the “large-scale" aspects of processes? 
-what impact do those capabilities have on the underlying information management systems of process-centered environ-

ments? 

Design and implementation of process-centered environments. 

Environments are increasingly providing automated support for the lif,• cycle proc田s.

-what are the consequences o( geographical distribution of projects on the design of supporting process enactment platforms? 

-what empirical evidence exists on the adaptability of users to a process-centered environment? 

-what are the likely e仔'ects of process-centered environments on SEE and tool architectures? 

The three day workshop , which will be held in the San Francisco Bay area, will consist of intensive discussion 
of these issues by at most 35 participants , Prospective participants should submit a maximum three page position 

paper in English by 1 March 1991 , explicitly addressing one of the workshop issues and suiもable for publication in 

the proceedings. A small number of participants will be requested to prepare short keynote presentations to initiate 
discussion. Papers (6 copies or electronic mail) shot 

Ian Thomas 
I1ewlett-Packard , Software Engineering Systems Division 

1266 Kifer Road , Sunnyvale, California 94086 , USA. 
email: ispw7@hp-ses.sde.hp.com 

Electronic Illail submissions should be in Ascii; Latex form is acceptable. They should include author's full address 
and telepholle number. 



Preliminary Announcement and Call for Papers 

1 st International Conference on the 
Software Process 

21 -22 October 1991, California, USA 
Sponsored by the Rocky Mountain Institute of Software Engineering (rMise) 

Cooperation being sought from Asian, European and US Pro俗ssional Societies 

Bob Balzer 

Watts Humphrey 
Manny Lehman 

Dewayne Perry 

program Commlttee Wllllnclude 

Bill Curtis 

Gail Kaiser 
Lee Osterweil 
BiII Riddle 

Mark Dowson (chair) 
Kouichi Kishida 
Maria Penedo 

Win Royce 

The software industry manufactures (and maintains and evolves) large, complex artifacts-software systems. 
We would like its products to be of high quality and reasonable cost, and to be delivered on time and within 
budget. One important way to achieve these objectives is to improve the manufacturing process-the sottware 
process. A software process is a set of steps for creating and evolving software systems that encompasses 
both technical and managerial concerns. In pa耐cular， it must address technical development, project 
management, data and ∞nfiguration management, and quality assurance and control throughout the 
software life cycle. 

Historically, the software engineering community has focused on the products of software processes. Recent 
advances in the understanding of these processes, focusing on the activities involved in creating software 
products , present an opportunity to solve many of the problems underlying software creation and evolution. 

This conference will address the description, enaction, and automation of software process activities，∞ve巾g
a wide range of topics including: 

• software process models and modeling methods 

• software process measurement, assessment, and improvement 

• process description formalisms and languages 

• process-centered software development environments and tools 
• empirical studies of the software process 

• descriptions of proposed or actual software processes. 

The conference, which will be the first of a continuing series, will present ongoing work on the a凶veandother
software process-related topics through a single track of sessions which will include invited presentations, 
refereed papers, experience repoパs ， and panel sessions. 

High quality original papers, short experience repo巾， and panel proposals addressing the a凶ve topics 
should be submitted by 1 April 1991. Papers should be limited to 6000 words. Experience repo同sshould
describe practical experience with software process-related approaches, and be limited to 2000 words. Panel 
proposals should describe the topic to be addressed and identify the prospective panelists. Five copies of 
submissions should be sent to ・

ICSP1 
rMise 

PO Box 3521 , Boulder, CO 80303, USA 
Tel: +1 (303) 499 4782 

Electronic mail submissions (plain text or postscript only) may be sent to: 

icsp1@sda.com 

AII submissions should indicate the full postal address, telephone number and • mail address (if available) 
of the author(s). 



sea 
ソフトウェア技術者協会
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